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　在宅で生活している障害児がどのような日常生活を送っているのかということを，障害児を主な対象
とする専門家を除けば，その他多くのリハビリテーション関係者は，実はよく知らないのではないで
しょうか．しかし，18歳以降に，例えば就労支援の場面などでかかわる機会はあり，それまでの生活に
ついて一定の共通認識を確立する必要性を感じます．
　学校に通う教育年齢の障害児を対象として，日中活動の大半を占める学校での活動と学校以外での活
動について，現状と課題を明らかにすることを目的に本特集を企画しました．

障害児の学校教育―動向と課題　丸山啓史氏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 313

　子供にとっては，学校で経験することの内実が決定的に重要である．特別支援教育の対象となる子供
の数は増加しており，特別支援教育が果たすべき役割が大きくなっている．2018年度からは高等学校に
おいても通級による指導が進められるということである．そうしたなかで，教室不足，過密化，教員不
足などの問題が生じている．また，通学の保障，部活動の問題，寄宿舎を巡る課題についても論じてい
ただいた．学校教育の施策そのものの検討も求められるだろう．

放課後等デイサービス　中村尚子氏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 319

　地域で生活する障害児が利用する福祉サービスのなかで，事業者数や利用者数が最も急速に伸びてい
るのが放課後等デイサービスである．その一方で，利潤を追求し支援の質が低い事業所が増えていると
の指摘があり，種々の課題について言及されている．また，障害児の放課後活動の意義について，「学校
でも，家庭でもない，第三の場所」の重要性，あるいは，放課後や休日の生活への注目といった観点か
ら，今までの経過をふまえて解説されている．

学齢障害児の学外スポーツ活動―障害者スポーツ文化センター・
横浜ラポールにおける取り組み　小島匡治氏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 325

　学校外の特別な制度には基づかない独自のスポーツ活動として，著者らが実際に行っている肢体不自
由や知的障害，発達障害のある小学生などに対するスポーツ教室やダンス教室，横浜市内で実施される
スポーツイベントへの参加の促進などの取り組みを紹介していただいた．障害特性にあったプログラム
の工夫から，スポーツは楽しいという意識を高め，興味をもって自発的に活動していける場の充実に努
めている．

Vol. 46 No. 4Vol. 46 No. 4
20182018 44

障害児の学校教育と学外活動
School education and extracurricular activities for children with disabilities



311総合リハ・第 46 巻 4 号・2018 年 4 月号

今月のハイライト

NPO法人滋賀大キッズカレッジ学習室の理念と実践　窪島　務氏・・・・・・・・・・・・・・・・・ 329

　発達障害，とくに学習障害の相談，アセスメント，学習支援を目的に活動されている滋賀大キッズカ
レッジについて紹介されている．同学習室は塾ではなく，ましてや学校の補充学習を指導する場でもな
い．月 2回の頻度を基本的パターンとして，漢字の書き指導を基本に，子供に応じた対応・指導が行われ
ている．NPO法人による独自の取り組みが，今後各地に拡大されていくのかどうか，興味深い内容である．

相談の現場から見える学齢児支援の現状と課題　山﨑順子氏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 333

　地域の発達障害者支援の中核施設として位置づけられている発達障害者支援センターについて，業務
内容などの現状と課題について述べていただいた．寄せられる相談の 65％は成人からで，学齢期は
15％，乳幼児期の割合は減少しており，また未診断の方からの相談が 60％を占めているという．生活全
体を総合的に捉える視点をもった立場での相談対応，18歳までの相談支援体制の整備，中高生の年齢で
も利用できる参加の場，家族に対する支援などの課題を挙げられ，いずれも示唆に富んでいる．

アメリカの特殊教育の歩みと学校ベース理学療法　髙倉利恵氏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 339

　アメリカの特殊教育は，何を補えばその子が一般カリキュラムで学ぶことができるのかが基盤になっ
ている．IDEAという連邦法により定められた，障害のあるすべての子供たちの早期発達支援を含む無
償公共教育と関連サービスが保障されている．この関連サービスの 1つである理学療法は，医療現場の
それとは異なり，生徒の学習環境へのアクセスや学習成績向上に寄与したかどうかが問われるという．
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